
施策評価調書（基本目標別）                      様式－２ 

３ 地震等の非常時に強い水道 
基本目標 

主要施策 （５）～（６） 

施策の趣旨 

主要施策（５） 危機管理体制の強化 

地震や事故等によって水道施設が被災した場合に、断水等のお客様への影響を、短時間かつ最小限に

することができるよう、職員等の活動体制の充実・強化を図るとともに、給水区域内１１市との連携強

化に努めます。 
 

主要施策（６） 緊急時における水融通体制の確保 
地震等により浄・給水場の機能が停止した場合に、断水等の影響を受ける地域を最小限にすることが

できるよう、他の施設とのバックアップ体制を整備するとともに、水道用水供給事業体との水の相互融

通についても検討・協議を進め、水融通体制の確保を図ります。 
 
 

評価結果の 
概   要 

 基本目標３においては，２つの主要施策の下に５の主な取組を位置付けております。各取組について，

担当課の自己評価をもとに内部評価を行った結果， 
(１)「達成状況」に係る評価は，全取組について「ａ」又は「ｂ」評価（目標を「達成」又は「概ね達成」

している）としました。 
(２)「成果（効果）」に係る評価は，主要施策（５）について「ａ」評価（成果が出ている）とし，主要

施策（６）について「ｂ」評価（概ね成果が出ている）としました。 
(３)「今後の進め方」に係る評価は，主要施策（１）、主要施策（２）共に「ａ」評価（継続）としまし

た。 

 
 

主要施策ごとの当年度の取組と内部評価結果 
(５) 危機管理体制の強化(３事業)              「成果」 a  「今後の進め方」a 

主な取組 (平成２３年度の事業内容)             「達成状況」       

①応急活動体制の強化・拡充 b 

②緊急時における初期活動体制の強化 b 

③給水区域内１１市との連携強化 a 

  

(６)緊急時における水融通体制の確保(３事業)         「成果」 b  「今後の進め方」a 

主な取組 (平成２３年度の事業内容)             「達成状況」      

①浄・給水場間バックアップ体制の整備 b 

②水道用水供給事業体との水融通体制の確保 a 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
「達成状況，成果」について

の内部評価の妥当性 

Ａ：妥当である 
Ｂ：概ね妥当である 
Ｃ：不十分である 

「今後の進め方」についての 
内部評価の妥当性 

外部評価委員会の

総評 

当委員会は、千葉県水道局の実施した本目標関係施策の内部評価につい

て、次のとおり評価します。 

〔「達成状況」、「成果」の内部評価に対する評価〕 

 地震等の不測の災害に備え、ライフラインとしての機能強化を図るため

の主要な施策や取組の状況が示されており、各取組の達成状況や施策の成

果に対する内部評価は、評価調書の内容及び補足説明を総合して妥当なも

のと判断します。 
 なお、外部要因により達成実績が目標に達しなかった場合の評価調書の

記載の仕方等に改善の余地のあるもの、事業の進捗状況が分かるような 
目標の設定など、成果指標・目標に検討の余地のあると思われるものがあ

り、検討課題であると考えます。当委員会から出た意見等を踏まえた改善

を期待するものであることを付記します。 
 
〔「今後の進め方」の内部評価に対する評価〕 

各取組や施策の推進状況を踏まえた今後の進め方についての内部評価

は、総じて妥当なものと判断します。 
 なお、当委員会から出た意見等については、今後の取組及び施策展開に

おいても留意していただくことを期待するものであることを付記します。 

Ａ：妥当である 
Ｂ：概ね妥当である 
Ｃ：不十分である 

外部評価委員会で

の主な意見 

基本目標３の各施策の内部評価等に関して、外部評価委員会から以下のとおり意見があった。 
 
主要施策(５)危機管理体制の強化 
施策全体 
○危機管理対応が自然災害や事故に重点を置いたものとなっていることから、今後は、より幅広い分野

での対応が可能になるような施策も必要ではないか。 
取組②緊急時における初期活動体制の強化 
○当年度の取組実績として「緊急体制案を検討中」とあるが、現段階においても暫定的にせよ緊急体制

があると思うので、誤解の生じないような表現をすべきである。 
取組③給水区域内１１市との連携強化 
○１１回を予定した各市との合同訓練が、東日本大震災の影響で３市とできなかったのであれば、それ

は内部評価において考慮してよい「外部要因」となる。その旨はっきり記述してよいのではないか。 
 
主要施策(６) 緊急時における水融通体制の確保 
施策の成果 
○目標や実績が記載されていないが、より分かりやすい形のものを検討して、明示していく必要がある

のではないか。 
 


